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“で
め
き
ん
”
ヒ
ス
ト
リ
ー 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共
に 

 

広
報
誌
①
「
で
め
き
ん
」
創
刊
は
１
９
７
６
年
10
月
10
日
で
す
が
、
そ
の
年
の
5
月
1
日
無

名
の
②
信
徒
広
報
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
め
き
ん
の
題
字
と
ロ
ゴ
は
宮
川
さ
ん
の
デ
ザ

イ
ン
で
、
③
２
０
０
４
年
春
号
か
ら
で
す
。
④
２
０
１
８
年
春
号
か
ら
は
、
現
在
と
同
じ
A4
カ

ラ
ー
刷
り
と
な
り
ま
し
た
。 

「
で
め
き
ん
」
は
こ
れ
か
ら
も
教
会
情
報
の
伝
達
や
信
徒
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成

な
ど
に
役
立
つ
媒
体
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
子
供
た
ち
の
日
曜
学
校
通
信
誌
⑤
「
ぶ
ど
う
の
木
」
は
２
０
０
３
年
創
刊
さ
れ
、
長
年
発

行
さ
れ
ま
し
た
が
子
供
数
の
減
少
に
よ
り
、
現
在
休
刊
し
て
い
ま
す
。 

２０２０年秋冬合併号、「浦上
流配信徒大和郡山流配１５０
周年」特集号 

２０２２年冬号、コロナ禍の教
会 

② 

①  
③ 

④ 

⑤ 
でめきん一口メモ 
「でめきん」ニックネームのいわ
れを教えて 
 
一つ目は、大和郡山とくれば金
魚。その王者がユーモアある「で
めきん」ですね。大きな目玉で回
りを見渡し、あらゆる情報を本誌
に取り込もうと意図されました。  
二つ目は、初期キリスト教時代に
は魚がキリストのシンボルでし
た。ギリシャ語でキリストと魚の
頭文字が同じであるため迫害時代
の信徒たちが互いの合図のために
盛んに使用しました。今日なお、
ローマのカタコンベ壁には、いく
つもの魚の絵が残っています。  
（2025年1月発行 「でめきん」冬
号より） 

（編集部・阪井） 


